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経営環境が目まぐるしく変化する不確実性の高い時代において、企業のありたい姿を明確化し、持続的な成長に向けた
戦略を社内外に発信することの重要性が高まっています。とりわけ、自社の価値創造ストーリー（中長期的な社会価値と企業
価値の両立を実現するプロセス）を定義し、統合報告書として社外へ開示する企業は年々増加しています。経営戦略と
足並みを揃えた価値創造ストーリーが求められる一方で、価値創造ストーリーが開示目的でのみ作成されており、経営戦略と
合致せず、結果的に経営戦略の実行が企業の持続的な成長に帰結しないケースも散見されます。アビームコンサルティング
は、サステナビリティ経営の観点で企業のありたい姿を定義し、ビジョンを実現する上での重要課題（マテリアリティ）、変革
基盤・必要資源を定義・獲得することで、経営戦略の実行が真に持続的な成長に繋がる仕組みづくりを支援します。

価値創造ストーリー（中長期的な社会価値と企業価値の両立を実現する
プロセス）の策定・実行を通じて企業のサステナビリティ経営を実現

サステナビリティ経営起点の
企業変革支援

サステナビリティ経営における背景と課題
近年、企業経営における持続可能性・社会的責任の遂行を実現するために、経営戦略や経営基盤を変革する必要性が高まっています。しかしながら、
本来整合すべき価値創造ストーリーと経営戦略が別物として存在し、整合が担保されていない、重要課題の設定時の検討が不十分なため、教科書的な
課題の羅列で自社の事業に沿わない、中長期的な成長に向けて変革すべき経営基盤・人材や情報などの経営資源が明確化されていない/不足して
いる等の理由により、結果として経営戦略が中長期的な成長に結びついていないケースが散見されます。真のサステナビリティ経営を実現するためには、
価値創造ストーリーと経営戦略を整合させることが重要です。
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価値創造ストーリーと
経営・事業戦略が整合しない 重要課題が総花的かつ形式的

実現に必要な経営基盤・資源が
定義されていない

サービスの概要
アビームコンサルティングでは、企業のありたい姿を実現するためのバックキャスト思考（社会課題を起点に将来的な目指す姿を策定するアプローチ）を
取り入れた経営戦略の策定、将来の世界観・事業構造を踏まえた重要課題の特定、重要課題に対応するためのビジネスモデルの変革、持続的な成長を
実現するための経営基盤・必要資源の定義と獲得まで包括的に支援します。幅広い業種に対して企業変革を支援した実績・知見、戦略から現場レベル
の実行まで含めた一気通貫でのプロジェクト遂行を通じ、価値創造ストーリーの具現化、中期的な企業価値の向上を実現します。
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アビームコンサルティングは、将来からのバックキャスティングでのビジョン策定の視点と、戦略から実行までの変革の視点を用いて、経営戦略とビジョン
を実現する上での重要課題を統合することで、経営戦略が真に持続的な成長に繋がる仕組み作りを支援します。重要課題の企業価値への影響評価や、
重要課題/事業戦略における変革テーマの定義・実行によって、より精度の高いサステナビリティ経営戦略の策定とその着実な実行をご支援します。

アビームコンサルティングの提供価値

将来の事業環境における自社のあり姿・事業活動を通じて解決すべき課題の定義と、それらを実現するための経営戦略を一連の流れとして再定義する
ことで、価値創造ストーリーを策定します。また、変革基盤の特定と実現に向けた構想/計画策定を推進します。
重要課題の解決に必要なKPIを設定し、KPIの達成状況を評価する仕組みを整備することで、サステナビリティ経営管理を実現します。

サステナビリティ経営における検討アプローチ

経営戦略と重要課題を統合すべく
組織横断の議論をリード

社会の主要トレンドと企業の特性に基づいた
重要課題の特定

フレームワークを活用した組織横断の議論をリードすることにより、組
織の壁を超えた経営戦略と重要課題の統合を実現

□ 業界別ESG主要トレンドを熟知した上で、個々の企業の特性を紐解き、
必要な重要課題を特定。対外開示にも対応

□

ビジネスモデルを実現する変革基盤の定義
実行計画の策定とモニタリング

Digital ESG Data Analyticsを活用した
重要課題の企業価値への影響評価

変革テーマ（施策）を特定し、実現に向けた構想/計画を策定
非財務データを含むKPIを定義し、達成状況をモニタリング

□
□

重要課題への対応が企業価値へ与える影響を定量的に評価し、優先的
に対応すべき重要課題を可視化

□

重要課題

現在の事業構造 将来の事業構造

変革基盤

実現ストーリー

未来定義

データドリブン経営体制の
企画・検討

環境商材の
販促拡大

データドリブン経営の
運用検討

環境商材開発
体制強化

基幹システム
稼働

データドリブンマネジメント基盤の構築

新物流システム
構築・開発

新物流システム
稼働

人材ポート
フォリオの整理

新人事制度の
企画検討

人材育成・
獲得方針検討

新人事制度の
運用定着

▼ 重要課題①KPI達成 ▼ 重要課題②KPI達成
XX年 XX年 XX年
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温室効果ガス排出を1%減らすと
8年後のPBRが3.4%向上する

従業員定着率を1%増やすと
5年後のPBRが4.2%向上する

社外取締役比率を1%増やすと
2年後のPBRが2.1%向上する

ESG1割向上で
各々2~10年後の
企業価値

＋10億~100億円

サステナビリティ経営推進（価値創造ストーリー策定／経営管理実践）
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社会の未来像（進歩した
社会の姿、人々の生活等）
と事業の世界観（将来の
顧客価値等）の定義

• 存在意義、ありたい姿の
特定と、パーパス・ビジョ
ンの再定義
自社/社会への影響評価、
重要課題の特定

•

•

ありたい姿を実現するた
めに必要となる、将来の事
業構造の定義
事業活動における重要課
題の解決策の定義

•

•

将来の事業構造の実現・
重要課題の解決に必要な
変革基盤の定義、実現ま
でのロードマップの策定

• 重要課題を解決し、ありた
い姿を実現するため達成
すべきKPIの設定
達成目標に対する実績評
価・モニタリング

•

•

ESG/SDGs要素を加味し
た将来の変化因子を特定
する
変化因子により、顧客・社
会がどう変化するかを構
造化する

•

•

経営層・現場の「想い」を
言語化する
ありたい姿の実現に必要
且つ企業価値向上に結び
つく重要課題を特定する

•

•

重要課題を解決する価値
創造メカニズムを明確に
する
重要課題の解決と将来の
事業構造を整合させる

•

•

現在と将来の事業構造の
ギャップから変革すべき
経営基盤を特定し、取組
の優先度を明確にする

• 経営戦略と合致し、 重要
課題の解決に結びつく
KPIを整理する
非財務データを含む実績
情報の収集とモニタリング
を実現する

•

•


